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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は最近の業績動向を踏まえ、2019年 5月 30日に公表いたしました 2020年３月期第２四半期累計期間

および通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 2020年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2019年 9月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 1,745 △9 △10 △4 △0.74 

今回修正予想（Ｂ） 2,207 82 80 53 8.12 

増減額（Ｂ－Ａ） 462 91 90 58  

増減率（％） 26.5 － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2019 年３月期第２四半期) 
－ － － － － 

（注）当社は、2019年３月期第２四半期においては、四半期連結財務諸表を作成していないため、2019年
３月期第２四半期の数値については記載しておりません。 

 

２. 2020年３月期通期連結業績予想数値の修正（2019 年４月１日～2020年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 3,884 217 218 153 23.19 

今回修正予想（Ｂ） 4,496 277 277 194 28.83 

増減額（Ｂ－Ａ） 611 60 58 41  

増減率（％） 15.8 27.6 26.9 26.9  

(ご参考)前期実績 

(2019 年３月期) 
3,279 188 187 147 25.08 

 



３. 2020年３月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正（2019年４月１日～2019年 9月 30 日） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 1,564 △9 △6 △1.03 

今回修正予想（Ｂ） 2,005 70 43 6.66 

増減額（Ｂ－Ａ） 440 80 50  

増減率（％） 28.2 － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2019 年３月期第２四半期) 
－ － － － 

（注）当社は、2019年３月期第２四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、2019年３月
期第２四半期の数値については記載しておりません。 

 

４. 2020年３月期通期個別業績予想数値の修正（2019 年４月１日～2020年３月 31日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 3,441 171 118 17.89 

今回修正予想（Ｂ） 4,073 232 159 23.62 

増減額（Ｂ－Ａ） 631 60 40  

増減率（％） 18.3 35.3 34.7  

(ご参考)前期実績 

(2019 年３月期) 
2,955 151 108 18.31 

 

５. 業績予想数値の修正理由（文中の数値は連結ベースになります） 

 当第１四半期累計期間におきましては、特に既存顧客からの強い引き合いを背景に、売上高が当初の想

定を大きく上回って着地しており、第２四半期累計期間以降におきましても同様の状況が継続する見込み

であります。一方で、技術者確保の点では、採用計画そのものは順調に進んでおりますが、受注の伸びが

それを大きく上回る見込みであり、当面は協力会社経由の技術者数が高い水準で推移すると想定しており

ます。加えて、業容拡大に伴う東京第３テストセンターの新設（2019年５月）、福岡オフィスの増床移転

（2019年８月予定）、新技術対応のための設備投資（第３四半期予定）等、コストの増加要因がございま

すが、増収により吸収しており、売上総利益は前回発表予想数値から 165 百万円増（上期 127 百万円増 

下期 37百万円増）、売上総利益率は 0.4ポイント低下の 29.3％となる見込みであります。 

 営業利益におきましては、業容拡大に伴い間接部門（管理部門・営業部門）の増員を進めると共に、採

用・教育関連、ブランディング施策、広告宣伝費用など 2021 年３月期以降の成長に繋がる投資を主に下

期において集中的に行う予定であるため、販管費は前回発表予想数値から 105 百万円増（上期 35 百万円

増 下期 69 百万円増）となり、営業利益は 60 百万円増（上期 91 百万円増 下期 31 百万円減）、営業利

益率は 0.6ポイント上昇の 6.2％となる見込みであります。  

 以上の状況を踏まえまして、2020 年３月期第２四半期(累計)・通期の連結及び個別業績予想数値の修

正を行っております。 

  以上 


